
 

  

 

 
 
   

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症サポーターとは、何か特別なことをする人では

ありません。認知症を理解し、認知症の方やその家族を

「温かく見守る応援者」のことです。 

認知症高齢者の地域での見守り活動を広げるため、地域住民や職域・学校等の団体の

方・商店や企業等で働く方たちを対象に、認知症サポーターを養成する出前講座を開催

しています。 

 

 

 

＜対象者＞ 

市内在住、在勤、在学の方など 

＜開催最小人数＞  

５人以上集まりましたら、講座を開催できます。 

＜講座内容＞  

○認知症とは  ○認知症の人への対応の仕方  

○ 私たちが地域でできることは？ など      

   ＜申込み方法＞ 

       開催希望日の２ヶ月以上前に、八尾市高齢介護課 

地域支援室まで電話でお申込みください。     

TEL：072‐924‐3973（申込み方法詳細については裏面をご覧下さい。） 

 



 

    

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

※その他、ご不明な点がありましたら、八尾市高齢介護課地域支援室または高齢者あんしんセン 

ターまでお問合せください。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出前講座  開催までの流れ 

   ～ 主催者側にお願いしたいこと ～ 

１．日時や会場をいくつかご準備ください。 

※会場は、できればビデオもしくはＤＶＤの上映ができるところをご用意ください。 

２．市の高齢介護課地域支援室または高齢者あんしんセンターへご相談ください。 

※必ず開催希望日の２ヶ月前までにご相談願います。 

その際、①開催希望日 ②予定会場 ③受講予定人数 ④地域・団体等の名称 ⑤代表の方の連絡先を

お伝えください。 

３．後日、市の高齢介護課地域支援室または高齢者あんしんセンターにて担当するキャラバンメイト（講

師役）を主催者へご紹介します。（講師の都合等によりご希望に添えない場合もあります。） 

４．主催者と講師にて講座内容について調整のうえ、最終決定します。 

５．当日、講座を開催します。 ※当日の会場設営、受講者の受付等は主催者側にてお願いします。 

各センターにもキャラバン
メイト（講師）がいます。 


